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 舞え！北京の蝶々  忙中閑話  進め！ローメーカーズ！！  マニフェスト教室  0.1秒の改革   

    

地方議員は何ができるのか 

地方議会で活躍するローメーカーを紹介する「進め！ローメーカーズ！！」。基礎知識の初回は、生活者や女性の視線で

議員として数々の成果をあげてきた品田ひでこ・文京区議会議員に「そもそも、地方議員は何ができるのか」を聞いた。 

早稲田大学マニフェスト研究所 2008/06/26

 地方議会で活躍するローメーカーを紹介する「進め！ローメーカーズ！！」。基礎知識の初回は、「そもそ

も議員さんは何ができるの？」「１人の議員さんだけじゃ何にもできないんじゃないの？」という疑問、個人と

しての議員の仕事を、生活者や女性の視線で議員として数々の成果をあげてきた、品田ひでこ・文京区議

会議員さんにお聞きしました。（聞き手は早稲田大学マニフェスト研究所 草間剛） 

 

 

◆井戸端会議の話を、責任ある立場で 

 

――品田さんは、お母さんからいきなり議員になられた訳ですが、「議員になるとこんなことができるの」と

初めて実感したのはどんな場面でしたか？ 

 平成３年に初当選し、初めての本会議の代表質問で、神

田川の護岸工事と橋の架け替え工事が計画されている

が、単なる治水対策だけでなく、親水性を持たせるようにと

質問をしました。 

 

 実は神田川は、文京区で唯一の河川なんです。私の家

では親子４代ずっとそうなのですが、区民は過去に数多く

の洪水被害に遭い、この改修事業は区民にとって悲願で

した。 

 

 また、これらの橋の幅は狭く、車と歩行者が通るには危

ない橋ばかり。私は、子どもが小さい頃、いつも２人の子ど

もの手を取り斜めになって、走る車に気をつけながら橋を渡っていました。ですから議員になる前は、よくお

母さん達と「もっとキレイで安全な橋にすればいいのにね」などと井戸端会議をしていた訳です。日常では生

活道路にもなる橋や生活環境の一部である河川なので、渡る楽しみも持った親水性のあるものにすべきと

いつも思っていました。 

 

 そこで、私は、当時ちょうど東京都が行おうとしていた橋の架け替え工事に、文京区としても渡りやすい親

水性を配慮したものにして頂きたいという本会議質問を発質問で行いました。タイミングも良かったのでしょ

うが、最初の提案で、さっそく何億という予算がついたのには、正直びっくりしました。これが議員の仕事な

んだなと実感しました。 

 

 中之橋・小桜橋・西江戸川橋・石切橋・華水橋の架け替えと護岸工事が進み、残りの橋と護岸は、現在も

順次工事が進められています。さらに、最近では、治水対策も進んで、ほとんど神田川があふれるという心

配がなくなりました。 

 

 近所のお母さん達と井戸端で話していたことが、議席をいただき、責任ある立場で「提案」すればそれを実

現できることに、正直身が引き締まりましたし、議員の職責の重さを感じました。 

 

品田ひでこ・文京区議会議員 

 

 

地方議員は何ができるのか＜目
次＞

■１ページ 
・井戸端会議の話を、責任ある立
場で 
・お母さんたちの率直な意見を区
政に 
■２ページ 
・執行部を共感させる工夫 
・全体の向上につながる政策提案

【おすすめ特集】

長崎県知事選 
石川県知事選 
総選挙（第45回衆院選） 
ザ・政党チャンネル 
ザ・選挙大事典 
国会議員白書 

【選挙フラッシュニュース】

３月２８日の開票速報（市長選６、
市議選８、市議補選２、町長選６、
町議選６、町議補選３、村長選１、
村議選１）

３月２８日の選挙（北見市、北秋田
市、下妻市、壬生町、那須町、木
更津市、日の出町、逗子市、おお
い町、上田市、山形村、小川村、
函南町、東海市、宇陀市、倉吉
市、阿波市、吉野ヶ里町、天草
市、和水町、芦北町、日出町、徳
之島町）

下妻市長選挙（茨城県） 現職引
退で３新人の争い

木更津市長選挙（千葉県） ３選を
目指す現職と２新人が立候補

上田市長選挙（長野県） 現職に
新人２氏が挑む

宇陀市長選挙（奈良県） 市議同
士 新人２氏の争い

倉吉市長選挙（鳥取県） 出直し
選挙で当選の現職は不出馬 新
人２人の争い

天草市長選挙（熊本県） 現職に
新人２人が挑む

【「ザ・選挙」最新記事】

選挙からみた政治文化の変化～
政治改革の歴史を振り返る

地方議会改革のススメ～地域主
権時代の幕開け

宮若市長選挙に向けた公開討論
会

地方議会 選挙制度を含め改革
の議論を進める

「牧之原が好きだから市民参加」 
牧之原市で市民協働シンポジウ
ムを開催

「市民と議会の関係づくり」シンポ
開催～“待ったなし”法改正議論
の挟間で

開催迫る！議会改革最先端「議員
による自治体学、自治のための議
会学」

糸島市長選挙に向けた公開討論
会

トップ 選 挙 白 書 マニ研 討論会 記 事 自治体 リンク



  

◆お母さんたちの率直な意見を区政に 

 

――議員が橋をかけるというのは、昨今の感覚からすれば「議員の仕事？」という感じですが・・・ 

 

 「この橋は私がつくった！」ということでは決してありません。橋をつくる予算は、基本的には東京都で、そ

れ以上の付加価値を付けたいとなると文京区と場合によってはお隣の新宿区がそれぞれ負担します。その

予算を付けるかどうかの権限は１人の議員にはありません。 

 

 ただし、予算がつくならば、どのような利便性と水辺空間を橋に付加して行くか、あくまでも生活者視点で

橋をつくってもらうためには、論理的に行政に訴える必要があります。橋をかける１つの事業をたんたんと

決まった形式でやるのではなく「もっとキレイで安全な橋にすればいいのにね」というお母さん達の率直な意

見を区政にどう反映させていくか、この手法が議員の腕の見せ所だと思います。 

 

 

◆少子化・子育て支援はライフワーク 

 

――品田さんは子育て支援に積極的に取り組まれていますが、議員の立場としてはどのような子育て支援

策を実現させましたか？ 

 

 「働くお母さん」の代表として、少子化・子育て支援は、私の議員としてのライフワークの１つです。 

 

 私は、結婚も早く、子どもを２０代の頃育てました、収入も少なく本当にお金がありませんでしたから、子ど

もを産むときの妊婦検診で１回１万円という負担が結構辛かった。また、子どもはしょっちゅう風邪を引いた

りして病院にいくことが多く、その医療費の経済的な負担が結構大変でした。そして、働きながら子育てする

ことは、精神的にも体力的にも大きな負担です。その当時は当たり前と思っていましたが、今の若い人は、

きっと嫌がるから晩婚で少子化が進んでいるんですよね。 

 

 女性が、仕事を続けながら子育てをしていく上で、保育園の数を増やすことや保育の質の向上は欠かせ

ません。さらに、家庭で子どもを育てている方も、核家族化の進展で子育てに不安をたくさん抱えています。

ですから、地域で子育てを応援できるシステムの創設が何より必要だと考え、子育ての根幹は男女平等に

あるということをことある事を訴え続けました。 

 

 本会議代表質問で「子育て支援は、あらゆるステージ（社会・職場・家庭など）で男女平等を実現すること

であり、母親を支援すること」という「男女平等と協働・協治」の考え方を訴え、その考え方に即した組織を行

政として再編する必要があると訴えたところ、当時の煙山文京区長が描いていた子育て支援策に大きな影

響を与えることができ、平成１８年４月から、「男女協働・子育て支援部」が新設されました。 

 

（次ページへつづく）  

◇     ◇     ◇ 
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（１ページ目からつづく） 

 

◆執行部を共感させる工夫 

 

――議員が、１つの提案にしろ行政の組織改編に手を出すことは、首長の行政執行権を犯すことにもつな

がるのではないでしょうか？ 

 

 私はただ「言うだけ」とか「圧力をかけた」のではなくて、首長を含め執行部に共感してもらうような工夫をし

ました。区民に独自のアンケート調査をしました。そして何より一生懸命勉強をしました。５０歳になって３０

年ぶりに学校（明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科）に通い、そこで執行部を説得できる理論武装

を研究しました。そこで学ぶことによって、区民視点を重視した論理的な政策立案ができるようになりまし

た。 

 

 行政の組織は、解決しなければならない目的があって、はじめて組織が存在するのです。組織のために

課題をつくるのではありません。目的達成のために、部や課ができ、そこに人・モノ・金が付けられ、そして、

そのミッションが戦略的に行われなければ成果は生れません。ですから、本格的に子育て支援をやってほ

しいということから組織提案したのです。 

 

◆全体の質向上につながる政策提案 

 

――多くの議員さん、特に期数を重ねていない議員さんたちは、政策実現が思うようにできず悩んでいま

す。 

 

 私は、たぶん区の職員から「うるさい議員」と思われています。それは熱心に、継続的に訴え続けるからだ

と思います。どうしても公務員の方は、自分の仕事は増やしたくないし、面倒くさいと思うようです。 

 

 しかし議員として政策実現を果たすためには、そこに切り込むしかありません。それには、うるさい議員

に、発言に戦略性と論理性を持ち合わせ、誰もが納得できるような提案をしていく必要があります。住民エ

ゴや地域的なエゴの発想や意見はだめです。区民全体の福祉と暮らしの向上につながる政策提案でなくて

はならないのです。それと、政治家としての体験から得られて一種の感性と判断力を持ち合わせる必要が

あるんでしょうね。 

 

◆アンテナとメモを持って 
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――１人の議員として成果を出すことは、とても大変なことなんですね。 

 

 いつも、いろいろな話題に関心を持ち、アンテナを張る。何でもメモを取っておく。最近ちょっと忘れがちな

ので・・・そして、区民や職員の皆さんに信頼おける議員だと思っていただけるように頑張りたいと思います。 

 

■品田ひでこ（しなだひでこ）議員のプロフィール

東京都新宿区生まれ。都立向丘高校、駒澤短期大学英文科卒業後、旭化成勤務。１９７８年結婚のため退社し、結婚後一男、一女

の母となる。文京区商店街連合会事務局を約６年間勤めた後、１９９１年文京区議会議員に初当選（以後５期連続）。 ２００２年文京

区議会副議長。２００６年明治大学公共政策大学院ガバナンス研究科修士課程修了。 

・品田ひでこ議員の政治家情報ページはコチラ 

 

◇      ◇      ◇ 

 

 「執行権」のない地方議員が選挙で公約した政策を実現させるには、現実では政治力・政局を駆使する方

法が主流になっています。個人の政策を議会で多数を形成する会派の政策に落とし込んだり、首長与党の

議員として「アンダーザテーブル」で世間に見えないところで話をつけたりする方法です。 

 

 しかし、品田議員の話を聞いて、政策を動かしたり、現場の職員や決定権者など人を動かす原動力となる

のは、区民福祉の向上を目指す議員の継続的な行動や、理論に裏打ちされた言葉の力によるものである

ということを感じました。 

 

 戦略性と継続性、そして理論武装。この三つがひとりの議員として政策を実現させる、大きなポイントとな

るのでしょう。 

 

   早稲田大学マニフェスト研究所 草間剛  

◇     ◇     ◇ 
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